2012.3「心を受け取った女１－２」♪紹介ブログ
タイトル）あなたも、心を受け取って見ませんか？
あなたも、心を受け取ってみませんか？　
ある、雪の降る日、あなたは、生まれてはじめて、人に信頼され、運命を託されるのです。
もう、あなたを縛るものなどいない。彼が、または、彼女が、あなたの心の空洞を埋めたのです。
舗道を行くと、彼が、彼女が、歩調をあわせてくる。始めはおずおずと、やがて自然に。
あなたは、見ず知らずの街並を不安げもなく歩いていきます。
そう、怖がることはないわ、今日までが仮の生活、そう思ったらいい。あなたはずっと不当な扱いを受けてきたんだ、その償いとしてなら、こんな冒険、どうって言うほどのものではないわ。
肩越しに笑顔で振向くと、彼の、彼女の顔のあたりで陽光がはじける。何もかも眩しい、つまずいた。街の鼓動があなたのリズムを狂わせる。
あなたは若い男女の転がるような笑い声に誘われて、コンサートの前売り券を二枚手にいれます。画廊をのぞき、映画館に入る。
――――白昼夢が、現実のものとなれば、あなたはすぐに、それに、なじんでしまう。白昼夢に現実の手足が生えてしまったのよ。「心を受け取った女」のヒロインは言っています。
冒険の気分は如何ですか？　これから、あなたの夢見た新生活が始まるのです。思い切り楽
しんで下さい！！

「心を受け取った女」の登録は完了しています。長編ですので、２．３回にわけてご紹介してみましょう。表紙の絵は、島さち子がパソコン上に描きのこしたものです。
雪のなかをいく、ヒロインの姿と、とらえました。いかがですか？
題字が印象を損ねてしまったようで、残念ですが‥‥。

２０１０．９．２５　　　　　Ａｍ８．３０　　　　エンマ

　タイトル）そんな哀しい顔はしないで！！　
あなたは、もう、ひとりぼっちじゃないよ！！　そんな哀しい顔はしないで！！
さあ、これを持って！　救急車の来る前に、ここから早く立ち去って下さい。僕の身元が誰にも知られないように‥‥。男の声は低く、雪の降る音にかき消されそうだーーー

ときならぬ大雪に、店はシャッターを閉め、民家は雪に埋もれて遠い。どれくらい歩いたのだろう。
ふるふると雪飾りをつけた救急車がそばを通り過ぎていった。
肩に降り積もる雪が、男の重みのように歩みを遅らせる。吹雪になった――――

――――窓を開けると、空気が揺らめいて、冬から初夏、初夏から春へと波打ちながら、季節が移り変わっていくのが感じとれる。
わたしが、こんなに心を一杯にしていたことは、かってなかった気がする。
「あなたほど存在感のあるひとって、ちょっといないわ。ほんとよ！」
隣の家で誰かが咳払いをした。彼から貰ったこのどきどきする時間。こんな冒険が好き――――

わたしがカフェオレのカップを持ち上げると、彼はサンドイッチに齧りつく、パンとパンに挟まれて、パセリのリボンをつけた金魚がばたばたしていた。
おいしいフランス料理を何時かわたしにご馳走してくれると彼は言うのだ。あてにしないで待っているわ。
彼と生活するようになって、新聞の社会欄を読む習慣が身についてきた。今日も隅から隅まで目を通していく。こんな形で新聞紙をざわつかせながら、彼の社会に首を突っ込む。
２頁にもわたる求人広告。頁をめくる、小さな囲みが、何故か向こうから、わたしの眼の中に勝手に飛び込んでくる。文字って、変な人？
　
「社員募集、高給優遇、三十五歳まで。細面。結城商事」
細面って？　ほそおもての人でなければ駄目ってこと？　わたしは顔を両手で包み込む。頬の丸みが弾んで掌を押し返した。考えを纏めようとする、結城商事？――――

彼女の冒険の旅はこうして、始まります。
――――六歳の時、一番可愛がってくれた祖母がなくなった。六歳で、もう、人生のからくりがわかった気がした。「さあ、おばあさま行きますよ。今日は風になって吹いていきます」
祖母の声が電話の向こうで若やいでいた。
「さわさわ、さわさわ、緑の風さんですよ！」
「さわさわ、さわさわ、ドタ！　緑の風さん着きました」孫はご機嫌だ。
「この子が嘘つきになったのは、お義母さまのせいよ。想像力を養うとかいって、嘘の手ほどきをなさった
んですからね、三つ子の魂、百までもですよ」
わたしが嘘をつく度に母が嘆いた。あれから、あきるほど長く生きた気がしていた――――

このブログの冒頭は長編「心を受け取った女」第一部の彼との出会いのシーンです。男がかすかに笑ったような気がしたのです。「わかったわ！」ヒロインは言ってしまう。でも、そのほかに、どんな言葉がふさわしかったと？

――――――――――――２０１０．１０．１５――――Ａｍ８．３０―――エンマ
タイトル）暴君カイト！　わたしは戦士！！
ベッドに寝て、プラズマ現象のように、恐怖と歓喜が空中で明滅するのを見ていた。こんな時間には、さやかは真実を叫んでみたくなる。

「アナタガ　ス　キ！　アナタガ　ス　キ！　アイシテイルトイッテ！！」
彼の目が、さやかを覗き込んで細くなった。ほら、もうすぐ言う。
「モハヤ、キミナシデハ、イキテイケナイ！！」

「言ったあ！」さやかはこ踊りし、幼稚さを恥じたりしない。
夏木さやか、年齢十九歳。年齢にふさわしい愛されかたで彼の腕に擁かれていたい。

わたしはかって、今ほど素直に他人を受け入れたことはなかった。あなたの人生そのものを、それがわたしの幸せだなんて！

彼が入り組んだ腕を解いて、頬ずりした。彼の唇がわたしの唇にかすかに触れた。
こんな優しさで彼は合図を送ってくる。

さやかは次の行動に急き立てられる。
暴君カイト！　わたしは戦士！！
暗紫色の靄のなか、結城家の彫像や石灯籠が見え隠れする。風が吹いていた―――

独りでは生きられなかった彼女が、家出をして、死に場所を探そうとしていた彼女が。今、彼と一緒に生きているのです。自分の人生を生きる勇気のなかった彼女が‥‥。
彼の家に踏み込んでいきます。彼は帰巣本能のように、自分の家に帰りたがる。大丈夫でしょうか？　

これは、「心を受け取った女」から、抜粋したものです。この作品は心を受け取った女と、肉体を盗んだ男の、二重構造で構成されています。
混乱しないように、彼女に重点をおいて、ご紹介していきます。

――――――――――――２０１０．１０．１６―――Ａｍ８．３０―――エンマ
ザ、ザ、シュル、シュル、シュル、四方で砂の音が増幅し、ゴクンと充足したように静かになった。
彼女の怨念が彼女にわたしの体重を加算し、彼女のパラシュートのように開いたスカートが、わたしをすっぽり包み込み、心ならずもわたしを生還させてしまったのかも知れない。さやかは足についたケイの爪あとを手のひらで隠した。全身にまだ痛みが残っていた。喰いこむケイの指の爪を必死で毟り取ったとき、連絡がとれたように体が軽くなった。あの時が、生死の分れめだったのかもしれない――――

――――――薄紫の靄に包まれた休日の街には、ゆったりとした時間が流れているようです。
あなたの、休日はどんな顔をあなたに見せていますか？

これは「心を受けたった女　１」の最終章です。
雪の日にあなたにたくされた彼との、または彼女との新生活はドラマチックに、進展していますでしょうか？　それとも平和に愛を確かめあっていますか？
――――「それにしても、生きているなんて、生きていられるなんて、本当に奇跡だなあ！！」
死ねない彼が言った。何度も何度も‥‥。
彼はベッドの上で、もみくちゃになったシーツの間から、目だけ覗かせているのだ。その格好ときたら‥‥。
「そんなあなたが好き、ほんとよ！！」――――
――――――びっくりした隣室の男がガールフレンドを引き連れて、バルコニーから伸び上がって覗き込んでいます。心を受け取った女と、肉体を盗んだ男は、絡み合いながら、今後、どんな場面を展開してくれるのでしょう？　それでは、また‥‥。

―――――――――２０１０．９．２６――――Ａｍ８．３０――エンマ
 
　　　　砂利トラで運ばれた美女死体！！
メモリアルビル建設現場、基礎工事用の土砂のなかから、ケイは発見されました。警察の不手際から、かなりの長時間、衆目に晒して置いた不手際が囁かれていました。マスコミが騒
ぎたて、ケイはお墨付きの正真正銘の美女として、その一生を終えたのです。この事実は、雲野にとってショックではありましたが‥‥‥、はっと、我に返って呆然としました。
――――見ろ！　誰がいなくなっても、何事もなかったように、世の中は連続していく。あ
のように強烈なケイの個性さえ、忘れ去られるのに時間はいらない。
それだけが絶対であって見れば、真面目に生きることもないのかも知れない。
人間の一生などはかない。誰にも遠慮はいらないのだ。今したいことをやればいい。
雲野はそのことに圧倒されていた。

雲野は手始めに、一階喫茶室に、夏木さやかを誘ってみる。
さやかは黙ってついて来る。もしかしたら、彼女もそれを待っていたのでは？
面接でこの娘に出会った日の驚きが昨日のことのように思い出される。あの日、雲野の目にさやかは、この世のものとも思えない存在に映ったのだ。どうしてそう見えたのか、今でも分からない。
それにしても、ケイも、則子もどうしてああも執拗に、さやかをクビにしたがったのだろう？　嫉妬か？
店の中には今週のヒットチャートナンバーが流れていた。さやかはリズムに合わせて、次第に体を揺すりはじめる。雲野の体も揺れ始める。揺れる度にさやかの長い髪が、雲野の唇を微かに掠める。いい匂いがした。身体が萎えていくような、この開放感！――――
――――これは「心を受け取った女　第１部」の紹介です。
心を受け取った女と、肉体を盗んだ男、二人の関係は周囲を巻き込んで、絡み合いながら第
２部へ、終末へと、怒涛のように流れていきます。あなたの、構想では如何でしたか？

―――――――２０１０．９．２７――――Ａｍ８．３０――――エンマ

タイトル）二枚舌かな？あれれ、

三枚かな？四枚かな？

パパに似て、二枚舌かな？　あれれ、三枚かな？　四枚かな？　引き抜いて見ないと､分からないぞ！！
中を覗く気なんてないのに､才気はガムの入っている､ぬめぬめとした、ピンク色の口の中をさやかに見せる｡才気は涎のついたガムを男の手に付着させた｡男は手を痺れたように振ってから､才気の口をハンカチでﾞ拭う｡

さやかは座席を回転させると、椅子に深々と凭れる｡さっきまで見ず知らずだった赤の他人と､恐怖心も抱かずに､こうして合席でいる自分が信じられない｡長身の男がいて､三十代前半だろうか?
雲野大輔が二人いると言うことは､名前が一つに肉体が二つ｡名前が一つ足りないことね｡一つ名前がなくなって､一つの肉体が余った｡肉体は名前をなくして戸惑っていた｡そんな時､名無しの肉体は､がむしゃらに生存証明としての名が欲しくなる｡カイトが頷いた｡

｢わたし､考えて見たんです｡わかって来たわ｡贋物の雲野大輔は､わたしの彼と､同じような立場にいるのではないかと?｣
男はまたかと不快な表情になる｡

｢彼､何時の間にか他人の名前で葬られていたんですよ｡勇気という名前でだったと思います｡名前に特徴がありますでしょう!｣
男は突然､顔を両手で覆い､頬を叩きながら顔を上げた｡―――この男の存在が、そこにすっぽり嵌り込んでいく｡

｢坊や､才気ちゃんでしたよね｡雲野さんちの前でばったり逢ったのね。で、勇気ってひと知ってる?｣
｢わかんない｣子供は不意に男の方に顔を向けた――――
｢あなたは､誰の死体が､勇気の名で葬られたと､誰から聞いたんです?｣
｢あなたは､一体誰?｣
｢調査した人がいたんです｣さやかは窮地に陥ってそっけなくいう｡
｢すると､多くの人が知っているとでも?｣
｢いいえ､このあいだ亡くなった幸田ケイって人が教えてくれたんです｣
こんな出まかせを言って大丈夫なのか､さやかは心細くなる｡

｢その人って、どんな人?｣
｢ご存知ありません､マスコミが騒いでいたけど。ダンプで運ばれた美女のはなし！｣
｢ああ､砂利トラで運ばれたという女?｣

才気は舌と歯でさんざ弄んだキャンデーを口から出すと､男の口に持っていった｡男はそれを心ここにないように､うっとりと噛み砕いている｡
最近養子にしたばかりだなんて､とても見えない――――

――――――結城商事の雲野と､この親子が乗ったタクシーを､クビになって暇を持て余していたさやかが､つけていき､駅で出会うのですが､このふたりがﾞ､これからのさやかに、影響を与える存在になって行きます｡
何げない親子? の風景が､心地よく､なつかしいのは､島さち子の優しさでしょうか? 　鋭い観察眼でしょうか? 　複雑な人間模様を繰り広げながら､｢心を受け取った女 第2部｣は大きく展開していきます｡

「心を受け取った女２」の表紙は、多分才気と、さやかの新幹線ホームでの再会のシーンではないかと思われ、表紙に使ってみました。未完成で、荒々しいのですが、才気が可愛らしくて、つい‥‥。

島さち子は、今頃、外に出すつもりで書いたのではないのにと、慌てふためいているのかもしれません‥‥‥。でも、許してよ。それは絵が素敵すぎる罪です！！

２０１０．１０．１７ Ａm８．３０ エンマ

タイトル）飛びっきりのお祭りなら！！

とびっきりのお祭りなら、飛びっきりの花火なら！！　協力できると思うよ。勇気はさらりと言ってのけた。
どういう男なのか、ぎらつく夕日を浴びては、ますます人が良いのか悪いのか分からない、とりとめのない
人相になった。
「急がなければならないってこともないんだが、夜陰に乗じて、見納めに母に会ってくるよ。手渡したいものもあるしね‥‥。後でホテルに連絡するかもしれない」
駅前で、勇気は才気の手をとり、彼について行こうと決心したばかりのさやかを残して、何事もなかったように立ち去っていった。
他人に一生分くらい話した気がする。でも、海人が話したのか、さやか自身が話したのか判断できない。話そこね、言いそびれてしまった言葉が、まだ喉元に大きな吹き溜まりをつくっていた。

「本当にお祭りを？」何が気に入らないのか、彼の返事はない。さっきから彼はさやかを軽率過ぎると非難していた。わたし、色目なんか、つかったりなんか、していない！

さやかは愕然とする。海人は、さやかを無視し、勇気を追って、暮れかけた街に飛び出していった。
出遅れて、今度こそ独りぼっちだ。海人がいなくなると、明るかった視野が一気に暗転し、体が冷えてくるのがわかる。

さやかはぐるりと回転し、ふらふらと歩き出した。
舗道には南国らしい棕櫚の並木が続いていた―――――

――――――海人は、勇気にとりつきはじめたようです。
薄倖なさやかは、これからさき、誰に恋し、どんな未来を選択していくのでしょう。ここで、わたしたちは、

皆様を改めて、島さち子の世界にご招待いたします。

――――――――――――２０１０．１０．１８――――Ａｍ８．３０―――エンマ 

ウブなんだなあ、お嬢さんは！！

さやかの震える手が雲野の肩にそっと触れた。暖かいものが込み上げる。何故だか涙が雲野の頬を伝って落ちた。
「さあ、社長もご一緒よ。乗って！　そう、倒れないように、壁に摑まって！　そう！」

雲野の目に可憐なさやかの他、社長は見えなかった。
透明なエレベーターは、エレベーターの存在さえ不明にする。

まだ、外は明るく、地上では何十人もの人々が、エレベーターを見上げていた。
「さあ、おいで！」

雲野は振向きざま躓いて、眠りの虫を勢いよく踏み潰した。
瞬間、轟音が耳を圧し、足下から爆発した。

ふーっと無重力状態のなか、雲野の目に、手足と胴が、自分からゆっくりと離れて行くのが見えた――――

雲野はクックと笑った。頭のなかも可笑しくて、弛みきって心地よくなった。解ってきたぞ！！
「きみは誰かに頼まれて、バッグのなかに社長を隠しているんだ！！」――――

「心を受け取った女」は、こんな風に、幾つものしゅらばを潜り抜けていきます。
さやかは、大丈夫なのでしょうか？　肉体を盗んだ男の死で、遥子は警察に追われる身になります。
これからは捜査もからみ、屈折しながら、物語は最後に向かって走り出していきます。
島さち子は、病室にあって「心を受け取った女」の続を書きたいと、いっていたと聞きます。この作品に並々ならぬ愛着を持っていたものと思われます。

島さち子は、あちらにあっても、読者のあるかぎり、「心を受け取った女」を書きつづけることでしょう！！

――――――――――２０１０．９．２８―――Ａｍ１０――エンマ


